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2025.10.7 公開

※画面は開発途中のものです。実際とは仕様が異なる場合があります。

ご利用マニュアル

スタディプロジェクト用

～活用編～
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ご利用マニュアルの内容

１．導入編
導入編については、別途マニュアルをご用意しておりますので、

そちらをご参照いただきますようお願いいたします。

２．活用編 ☜
• まなびボックスプラスでできること ～スタプロ編～ ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  35

• １・２年シリーズのフォロー問題について ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  36

• STEP UPシリーズのフォロー問題について ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  47

• 要点ガイドのデジタルドリルについて ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  54

• 課題配信と利用状況確認【全先生共通】 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  58

• その他の機能【全先生共通】 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  72

• 年度更新とクラス替え【全先生共通】  ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  77

• サポートサイトとお問い合わせ窓口  ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  80
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対応コンテンツ
1・2年

シリーズ
STEP UP
シリーズ

要点ガイド

本誌得点入力
→ フォロー問題

（レコメンド機能付き） （フォローブック） （フォロードリル）

デジタルドリル

（レベル1～3単体利用） (英語はリスニング
ドリルあり)

でできること ～スタプロ編～

教材に応じたコンテンツの配信と学習ログの確認ができる
●スタディプロジェクト 1・２年シリーズ
→本誌の取り組み結果（得点等）を入力すると、

結果に応じた難易度の振り返りブックに取り組める。

●スタディプロジェクト STEP UPシリーズ
→本誌の取り組み結果（得点等）を入力すると、

結果に応じた難易度の振り返りドリルに取り組める。

●要点ガイド
→3 レベルのデジタルドリルに取り組める。

（※本誌のフォロー問題ではなく、ドリルの単体利用）
（※デジタルドリルの問題はSTEP UPシリーズと同一、

ただし、ドリルの結果は教材ごとに保存される）

※教材の表紙をクリックすると、
該当コンテンツのページに
ジャンプします。
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１・２年シリーズ

フォロー問題について

教材選択に戻る

対応コンテンツ
1・2年

シリーズ
STEP UP
シリーズ

要点ガイド

本誌得点入力
→ フォロー問題

（レコメンド機能付き） （フォローブック） （フォロードリル）

デジタルドリル

（レベル1～3単体利用） (英語はリスニング
ドリルあり)
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得点に応じて、
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の問題表示ボタン
に色がつく

【概要】スタプロ１・２年シリーズのフォロー問題 ご使用の流れ

課題配信
(やること)

自分から

「
自
分
か
ら
」
内
の

よ
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教
材
の
ブ
ッ
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に
ア
ク
セ
ス
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の使い方は
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力

生徒
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1.【全先生・生徒】Singブックへのアクセス方法

先生用HOME画面

生徒の画面では「がくしゅう」の画面より、
・先生から課題配信された場合は「やること」のタブから
・自主的に取り組む場合は「自分から」のタブから

Singブックにアクセスできます。

生徒用トップ画面

先生の画面では「HOME」画面の
「連携教材・サービス」タブの「Singブック」
アイコンから、「Singブック」のトップページを
開くことができます。

「Singブック」のアイコンが表示されない場合は、「Singブック」との連携
操作が行えていないと考えられます。教師用の場合はマニュアル「導入編
p.22」、生徒用の場合は「導入編 p.29」をご参照のうえ、「Singブック」
との連携を行ってください。
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生徒用 がくしゅう画面

２.【生徒用】「やること」(配信された課題)からSingブックを開く場合

トップ画面（がくしゅう画面）から取り組む課題を選んで、タップします

使い方の説明が開きます

生徒用トップ画面（「がくしゅう」画面）の
「やること」タブに配信された課題が表示されます。

生徒の課題完了は、「やること」画面からは課題の表示が消え、
できたこと画面に課題履歴として残ります。
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Singブックトップ画面

２.【生徒用】「自分から」よりSingブックを開く場合

トップ画面（本棚）から開きたい教材の
表紙を選んで、タップします

使い方の説明が開きます
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Singブック １・２年シリーズ用 学習記録画面

②「点数を保存する」をクリックすると、
「まなびボックスプラス」に保存されます

①本誌の点数を入力

生徒用の画面にあるこのボタンをタップすると、
学習記録画面に遷移します。

３.【生徒用】学習記録画面にて得点を入力
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③保存された点数に応じた
レベルのフォロー問題ボタンが
オレンジ色に変わります
別のレベルの問題にも取り組めます

４.【生徒用】フォロー問題(ブック)に取り組む

Singブック １・２年シリーズ用 学習記録画面
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理解度や得点を記録
する画面が開く

⑦付箋を貼ることができる
…左のボタンで付箋の表示/非
表示を切り替えることができる。
右のボタンで、場所を選択して付
箋を貼ることができる

タップすると、このページに
ブックマークがつく

５.【全先生・生徒共通】 Singブック画面の説明_紙面（移動モード）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑥「移動」モードと「ペン」モードの切り替えができる
…下に現在のモードが表示される。下の表示は右下
のボタンで表示/非表示を切り替えることができる

⑧表示ページの選択ができる
⑨紙面の拡大・縮小ができる
⑩紙面を幅か高さのいずれかに合わせて表示できる
⑪見開き表示と単ページ表示の切り替えができる
⇒デジタル教材へのリンクボタンなど、一部機能は

「単ページ表示」のみとなります
⑫全画面表示にできる

付箋の「保存」期間は
卒業までです。
先生と生徒で内容を共有
することはできません。

①サムネイル…各ページを
小さな画像で一覧できる
②検索…ブック内のテキス
ト検索ができる
③ブックマーク…ブックマー
クをつけたページの一覧が
表示される。右上の★をク
リックすると、表示中のペ
ージにブックマークがつく
④ペンデータ読込…過去に
記録した手書きのペンデー
タの再表示ができる
⑤付箋一覧…過去に
記録 した付箋データの
一覧が 表示される

●⑥のボタンで切り替えない限り、「移動モード」で表示されます。
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④ペンデータ読込…
過去に記録した手書
きのペンデータの再
表示ができる

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

①～④で線の種類を選択
①自由線と直線
②色
③通常のペンと蛍光ペン
④線の細さ

⑤消しゴムモード
⑥前に戻す/やり直し
⑦ページ内のペンの全削除

⑧保存
⑨別名で保存

●⑥の右側のボタンをタップすると、「ペンモード」になります。

５.【全先生・生徒共通】Singブック画面の説明_紙面（ペンモード）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑧か⑨で「保存」しておかないと、ペンデータが
消えますので、必ず「保存」しておいてください。
ペンデータの「保存」は卒業までです。先生と生
徒で内容を共有することはできません。

中央の「ペンモード」
マークを消したい
場合はここをタップ
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Singブック(フォロー問題)_学習記録画面

②「理解度を保存する」をクリックすると、
「まなびボックスプラス」に保存されます

６.【生徒用】Singブックの機能_フォロー問題の理解度の記録

①Singブックを見て
自己採点した後、
単元別の理解度ボタンを
クリックします

Singブックのページを閲覧しただけでは
「学習日」や「学習回数」は記録されません

画面にあるこのボタンをタップすると、
単元別に、理解度の記録を残すことができます
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７.【全先生共通】Singブックを公開・非公開にする

①トップ画面（本棚）から公開・非公開
の設定をしたい教材の「公開設定」を
クリックします

教師用Singブックトップ画面

③非公開にするページを設定し、「保存」をクリックします
※教材単位で非公開にする場合は、非公開範囲を
「1～999」などにしてください。

「範囲を追加する」ボタンで複数
の範囲の設定が可能です

クラスごとに設定する必要がありますが、同じ設定で
同じ学年全クラスに反映させることも可能です

スタディプロジェクトでは、初期設定でご採用シリーズ内の教材
がすべて公開されます。そのため、実際にご採用されていない教
材も生徒に表示されてしまいます。
（例：1・2年シリーズのうち１種類のみご採用の場合でも、
「キー」「スタート」「プレ」「コアスタディ」の４種類が公開されます）

採用していない教材や、公開したくない単元がある場合は、
「非公開」に設定をしてください。

「非公開範囲」を削除すると、該当
のページが「公開」されます

②公開・非公開設定をしたい学年・クラスを選択します
学年・クラスを選択すると、現状の設定内容が表示されます
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STEP UPシリーズ

フォロー問題について

教材選択に戻る

対応コンテンツ
1・2年

シリーズ
STEP UP
シリーズ

要点ガイド

本誌得点入力
→ フォロー問題

（レコメンド機能付き） （フォローブック） （フォロードリル）

デジタルドリル

（レベル1～3単体利用） (英語はリスニング
ドリルあり)
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【概要】ＳＴＥＰ ＵＰシリーズのフォロー問題 ご使用の流れ

課題配信
(やること)

自分から

※コンテンツ
の使い方は
２パターン
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１.【全先生・生徒】 Singブックへのアクセス方法

先生用HOME画面 生徒用トップ画面

先生の画面では「HOME」画面の
「連携教材・サービス」タブの「Singブック」
アイコンから、「Singブック」のトップページを
開くことができます。

「Singブック」のアイコンが表示されない場合は、「Singブック」との連携
操作が行えていないと考えられます。教師用の場合はマニュアル「導入編
p.22」、生徒用の場合は「導入編 p.29」をご参照のうえ、「Singブック」
との連携を行ってください。

生徒の画面では「がくしゅう」の画面より、
・先生から課題配信された場合は「やること」のタブから
・自主的に取り組む場合は「自分から」のタブから

Singブックにアクセスできます。



50

生徒用 がくしゅう画面

トップ画面（がくしゅう画面）から取り組む課題を選んで、タップします

使い方の説明が開きます

生徒用トップ画面（「がくしゅう」画面）の
「やること」タブに配信された課題が表示されます。

生徒の課題完了は、「やること」画面からは課題の表示が消え、
できたこと画面に課題履歴として残ります。

２.【生徒用】「やること」(配信された課題)からSingブックを開く場合
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Singブックトップ画面

２.【生徒用】「自分から」よりSingブックを開く場合

トップ画面（本棚）から開きたい教材の
表紙を選んで、タップします

使い方の説明が開きます
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Singブック STEP UPシリーズ用学習記録画面

３.【生徒用】学習記録画面にて得点を入力

生徒用の画面にあるこのボタンをタップすると、
学習記録画面に遷移します。

②「点数を保存する」をクリックすると、
「まなびボックスプラス」に保存されます

①本誌の点数を入力
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③保存された点数に応じた
レベルのフォロー問題ボタンが
オレンジ色に変わります
別のレベルの問題にも取り組めます

４.【生徒用】フォロー問題(ドリル)に取り組む

Singブック STEP UPシリーズ用学習記録画面
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要点ガイド

デジタルドリルについて

教材選択に戻る

対応コンテンツ
1・2年

シリーズ
STEP UP
シリーズ

要点ガイド

本誌得点入力
→ フォロー問題

（レコメンド機能付き） （フォローブック） （フォロードリル）

デジタルドリル

（レベル1～3単体利用） (英語はリスニング
ドリルあり)
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【概要】スタプロ 要点ガイドのデジタルドリル ご使用の流れ
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先生用HOME画面

生徒の画面では「がくしゅう」の「自分から」のタブから、
デジタルドリルにアクセスできます。

生徒用トップ画面

先生の画面では「HOME」画面の
「連携教材・サービス」タブの「デジタルドリ
ル」（教科・学年別）アイコンから、 「デジタル
ドリル」の目次を開くことができます。

１.【全先生・生徒共通】 デジタルドリルの利用方法

生徒用のデジタルドリルは、
・先生が設定する「課題配信」
・生徒が自主的に取り組める「自分から」
の２パターンの使い方ができます。
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２.【全先生共通】デジタルドリルを公開・非公開にする

①目次画面上部の「単元公開設定」を
クリックします

教師用デジタルドリル目次
画面

②チェックを入れ、緑になると「公開」、
チェックを外し、グレーになると「非公開」と
なります

「全単元公開」をクリックすると、全単元のチェック欄が
「緑」になり、全単元「公開」になります。
全単元を一括で非公開にする機能がないため、全単元
または大部分の単元を「公開」にするときにのみ使用し
てください。

「解答スタート」をクリックすると、ドリル問題の画面が
開き、実際の問題を確認することができます。

うす緑の単元が「公開」で、
「グレーの単元が「非公開」です

重要！
(要点ガイドのみ)

デジタルドリルは初期設定が「非公開」です。
先生が単元を「公開」しないと、生徒は「自
分から」より利用することができません。
「自分から」より利用する場合は、最初にこ
の操作を行ってください。

③「保存」をクリックすると確定され、
生徒の画面に反映されます
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課題配信と学習結果の確認
【全先生共通】
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１.【全先生共通】課題の設定

課題配信画面

①課題配信画面を開き、学年を選択し、
生徒に伝えたい課題名を入力します。

②教材追加をクリックします。

④課題に出したい単元範囲を選択します。

課題名の入力は必須です。
あとで変更することも可能です。

③教材追加タブで
「教科」と「教科書教材」を選択します。

⑤「教材候補表示」をクリックします。
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１.【全先生共通】課題の設定 教材を選び、課題に出す範囲、
締め切りを設定します。

課題配信画面

②締め切り欄をクリックし、締め切り
にしたい日を選択します。

①配信する教材と単元範囲を確認します。

教材追加ボタンを
クリックすると、その
他の関連教材の候
補が表示されます。

複数の教材をまとめて課題に出
したい場合、締め切りを
一括で設定することも可能です。

デジタルドリルは課題配信であれば、「非公開」
でも生徒は問題に取り組むことができます。

締め切りの設定がないと、生徒のトップ画面から
「やること（課題）」の指示が消えません。
必ず締め切りを設定してください。

1・2年シリーズとSTEP UPシリーズでは、生徒個別
に「採用した冊子だけ」を配信することはできません。
お手数ですが、採用している全ての冊子を課題とし
て配信いただき、生徒様の方で、配信された課題の
中から該当する教材（実際に採用している教材）を
選んで取り組んでいただくようお願いします。
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③配信する生徒にチェックを入れます
クラス単位または個人ごとに配信先を選択
することが可能です

①「生徒選択」タブを開きます

１.【全先生共通】課題の設定

課題配信画面

ご担当クラス以外のクラスも選択肢として表示されま
すので、選択・チェックされる際、配信先クラスが適切
かどうか、ご確認ください

この画面の保存ボタンは、画面を次に移すため
の仮の保存ボタンです。
次ページ（次画面）の「保存確定」をクリックす
ることで、サーバにデータが保存されます。

②配信先の生徒選択は、教材ごとに行います
濃い黄色の教材が、下の画面の生徒選択の対象です

次に配信先の生徒を選択します。

この画面の場合、「デジタルドリル レベル１」の配信先
が下の画面に表示されています。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度配信した課題は
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②配信をクリックします

①配信したい課題にチェックを入れます。

２.【全先生共通】課題の配信と保存

課題配信画面

締め切りや配信先を変更する場合、「編集」
ボタンから前の画面に戻って編集することが
可能です。

課題作成後すぐに配信しない場合は、
「保存確定」をクリックしてください。

前ページ記載の「保存」だけではサーバ上
に保存されません。課題配信せずに、この
画面を離れる際は、必ず、本画面の
「保存確定」をクリックしておいてください。

複数の教材がある場合、すべてを選択して
まとめて配信することも可能です。

ここで課題名を変更することも可能です。

「教材追加」をクリックすると、同じ課題名で別の教科・教材・
単元の課題を追加することができます。（次ページ参照）

課題を配信します。

課題名がないと「配信」できません。

チェックされていないと「配信」できません。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度配信した課題は
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参考【全先生共通】課題配信後の生徒用画面

生徒用トップ画面（「がくしゅう」画面）の
「やること」タブに配信された課題が表示されます。

生徒用_トップ画面

生徒の課題完了は、「やること」画面からは課題の表示が消え、
できたこと画面に課題履歴として残ります。

Singブックやデジタルドリルでの課題は、課題のエリ
アをタップすると、該当の教材が開きます。

デジタルドリルは課題配信であれば、「非公開」
でも生徒は問題に取り組むことができます。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度配信した課題は
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②教材候補表示をクリックし、課題にする
教材・単元を確認・修正します

参考【全先生共通】課題の配信と保存（教材の追加）

締め切りをまとめて設定すること
も可能です

①教材追加タブで 「教科」と「教科書
教材」「単元範囲」を選択します

前ページの画面で
「教材の追加」をクリック
すると、同じ課題名で
別教科・別教材・別単元
の課題を追加できます。

③締め切りを設定します

①教材追加をクリックします

⑥配信する生徒にチェックを入れます

④「生徒選択」タブを開きます

②配信先生徒設定を行う教材を選びます

④保存をクリックします。

課題配信画面

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度配信した課題は
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⑤配信をクリックします

③編集したい教材にチェックを入れます。

参考【全先生共通】保存済課題の編集・配信

課題配信画面

④課題の単元範囲や締め切り、配信先の生徒を
変更する場合は、「編集」をクリックし、
編集画面を開きます。

課題の編集後すぐに配信しない場合は、「保存確定」
をクリックして、「保存確定」してください。

②編集したい課題名を選択します①編集する課題の対象
学年を選択します

課題名を変更することも可能です。配信済課題を呼び出して課題名
を変更し、「保存確定」や「配信」をクリックすると、生徒の画面上の
配信済課題名も変更されます。

「教材追加」も可能です。（前ページ参照）

「保存確定」で保存した課題を
使い、課題を編集・配信できます

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度配信した課題は
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参考【全先生共通】課題の削除_一括削除

課題配信画面

③「削除」をクリックします

②削除したい課題名を選択します①削除する課題の対象
学年を選択します

作成した課題は配信の有無に
関わらず、削除することが可能です
課題ごと全削除する方法です

④画面が空白になります。この状態
で「保存確定」をクリックします
クリック後、「課題を保存しました」と
いう画面が表示され、すぐに生徒の
画面に反映されます

生徒が未実施の課題を削除した場合は生徒
の「やること」画面から消えます。
生徒が実施済の場合は、「やること」画面から
消えますが、「できたこと」や「全単元一覧」に
ある記録は学習結果として残ります。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度配信した課題は
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課題配信画面

②削除したい課題名を選択します①削除する課題の対象
学年を選択します

参考【全先生共通】課題の削除_一部削除 作成した課題の一部のみ削除
する方法です

④編集画面の「教材追加」タブを開きます

⑤削除したい教材の削除マークをクリックします

③「編集」をクリックします

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度配信した課題は
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課題配信画面

③「保存確定」をクリックします
クリック後、「課題を保存しました」
という画面が表示され、すぐに生徒
の画面に反映されます

②「保存」をクリックすると、
元の画面に戻ります

①画面から削除マークをクリックした教材が消えます

参考【全先生共通】課題の削除_一部削除 作成した課題の一部のみ削除
する方法です

生徒が未実施の課題を削除した場合は生徒
の「やること」画面から消えます。
生徒が実施済の場合は、「やること」画面から
消えますが、「できたこと」や「全単元一覧」に
ある記録は学習結果として残ります。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度配信した課題は
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３.【全先生共通】学習結果の確認

課題結果画面

①課題結果画面を開き、
見たい教材を選択します。

課題結果画面_単元別生徒一覧

②「単元別生徒一覧」では、全生徒の取り
組み状況を一覧で見ることができます。

一覧表示されている結果をコピーし、
Excelなどに貼り付けることができます。

③「クリップボードにコピーする」をクリックすると、
表示されている一覧がコピーされ、そのままExcel
やスプレッドシートに貼り付けることができます。
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３.【全先生共通】学習結果の確認

課題結果画面

①全単元一覧を選択します。

課題結果画面_全単元一覧

②「全単元一覧」では、特定の生徒を
選択し、その生徒の取り組み状況を詳しく
見ることができます。
（生徒にも同じ画面が表示されています）

同じ単元の複数教材が並んで表示されます
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参考【全先生共通】学習結果の確認_生徒用画面

生徒用_できたこと画面

「できたこと」画面の「できたこと」タブか
らは、先生から出された課題のうち、完了
済のものが課題ごとに表示されます。

完了済の課題の個数が表示されます。

「全単元一覧」タブからは、教科・教材ごとに
単元別の学習状況の確認ができます。
（教師用の「全単元一覧」画面」と同じです）

課題配信時に締め切りを設定していないと、
生徒の課題が完了にならず、課題が「できた
こと」に移りません。
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その他の機能
【全先生共通】
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●先生が設定した「お知らせ」を、生徒のトップ画面に表示することができます。

１.【全先生共通】お知らせの配信

③「新規登録」をクリックします

①設定画面を開きます

設定_お知らせの設定 画面 ②お知らせの設定画面を開きます

⑨「保存」をクリックすると、すぐに生徒に配信されます

④お知らせの表示期間を
設定します

⑥リンク先を入力すると、お知らせ
タイトルをクリックすることで、指定
のURLを開くことができます

⑤タイトルと内容を入力します

⑦重要のチェックマークを入れると、お
知らせに赤い「！」マークがつきます

⑧お知らせの通知先の生徒を、
学年・組単位で選択できます
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参考【全先生共通】お知らせ_生徒用画面

生徒用_トップ（がくしゅう）画面

トップ画面の最上部に「お知らせ」が表示されます。

タップすると、「お知らせ」一覧画面
が表示されます。

タップすると、「お知らせ」の文面が
表示されます。
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●配信済の「お知らせ」は編集・更新可能です。生徒のトップ画面のお知らせも更新されます。

２.【全先生共通】お知らせの編集

①鉛筆マークをクリックします設定_お知らせの設定 画面

⑨「保存」をクリックすると、すぐに生徒のお知らせも更新されます

削除マークをクリックすると、先
生のお知らせ一覧から削除され
るだけでなく、生徒のトップ画面
上のお知らせも消えます

作成済のお知らせを複製して別のお知らせ
として作成することができます

②編集画面で、変更したい箇所
を修正します
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年度更新とクラス替え
【全先生共通】

本ページ以降は、令和６年度からご使用の
学校様のみご参照ください。
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●「クラス管理」タブで、新年度のクラスの設定をします。

１.【全先生共通】クラス情報登録

③「クラス追加」をクリックします

①設定画面を開きます

設定_クラス管理 画面

②クラス管理画面を開きます

⑧上記を入力・選択したのち、保存をクリックします

④年度は西暦4桁を半角
数字でご入力ください

⑦生徒用画面のヘッダーに登録
済みの生徒の名前を表示すると
きはチェックマークを入れます

⑤学年はドロップ
ダウンで選択して
ください

クラス情報は、後から変更する
ことができません。

⑥生徒の学籍番号を登録されない場合は、必ず
組名を半角英数字でご登録ください
（生徒のログインIDの一部として使用します）

半角英数字の組名でない場合、学籍番号がな
いと生徒のcsv一括登録ができません。
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●「クラス管理」タブから、ｃｓｖファイルを使った生徒の一括クラス替え登録をします。

２.【全先生共通】年度更新とクラス替え

設定_クラス管理 画面

年度更新用テンプレート

★ ★ ★ ★ □ ● ● ● ●

①「年度更新用テンプレート」をクリックし、
進級/クラス替え前の学年・組を選択して
ダウンロードします

①「設定」のクラス管理画面を開きます

②CSVテンプレートに生徒のクラス
変更情報を入力します

（□●は登録済のデータが入力された状態で
ファイルがダウンロードされます）

□学籍番号…前年度に学籍番号未登録で
あれば、追加することも可能（空欄でもよい）

（★は入力必須）
★年度…新年度の西暦４桁を半角数字で入力
★学年…新年度の学年を「1」～「3」までの数字を半角で入力
★組名…新年度用に作成済のクラスの組名を入力（桁数制限なし）
⇒学籍番号を入れない場合は半角英数字で入力

★出席番号…新年度・新クラスでの出席番号を半角数字で入力（桁数制限なし）
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④「生徒CSV追加」をクリックします

年度更新された生徒情報は、「生徒アカウント管理」タブ
をクリックすると確認できます。（マニュアル導入編 参照）

※生徒のログインIDやパスワードは変更されませんので、生徒への追加連絡は
不要です。

※クラス情報の変更（進級・クラス替え）をしなくても、生徒は同じID・パスワード
でログイン可能です。

※生徒が中学校を卒業すると、アカウント情報は自動的に削除されます。

２.【全先生共通】年度更新とクラス替え

⑤作成済みのCSVファイルを選択して、「開く」をクリックします

⑥「実行」をクリックすると、生徒情報が年度更新されます
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サポートサイトとお問い合わせ窓口

本サービスでご不明な点がございましたら、以下のサポートサイトに、よくある質問（ＦＡＱ）やマニュアルなどを
掲載しておりますので、ご参照ください。

https://www.sing.co.jp/ict/cbt-lms_ss/

上記のサポートサイトでも解決しない場合は、下記お問い合わせ窓口までご連絡ください。

https://www.sing.co.jp/corp/contact/faculty/

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度配信した課題は

https://www.sing.co.jp/ict/cbt-lms_ss/
https://www.sing.co.jp/ict/cbt-lms_ss/
https://www.sing.co.jp/ict/cbt-lms_ss/
https://www.sing.co.jp/corp/contact/faculty/
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